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　最近ＹＥＧに入会したときのことを話す機会があり、このような話をさせていただきました。
「当時私はＹＥＧ活動が苦手でした」と。理由は諸々ありましたが、入会以来５年間ほどは会議や事業にほとん
ど出席していませんでしたし、当時はＹＥＧの本質を理解できず、活動に共感できていなかったのだと思います。
ところが自単会でのある事業がキッカケとなり、ＹＥＧ活動に積極的に参加するようになり、そんな私が今では
ＹＥＧの存在意義、存在価値、活動を通して得ることができるものを自らの経験を通してよく話しておりますし、
何より令和８年度のこの大きな役職をお預かりさせていただくことになりました。
　先述の話から私が何を伝えたいのかと申しますと、このＹＥＧには多種多様な業種のメンバーがいて、その才
能もまた多種多様です。そして、それぞれ心の琴線に触れる事柄もまた多種多様であります。私は常日頃、ＹＥ
Ｇ活動には様々な入口があって「良し」だと話しています。それは最終的な出口が地域の発展、ひいては日本の
発展に繋がると信じているからです。今行っている我々のＹＥＧ活動は日本の長い歴史の中では小さなことかも
しれません。ですが、その一つ一つの事業が地域の発展、日本の発展に資する事業であることに相違ありません。
そして様々なＹＥＧ活動を通して自身を磨き、社業を発展させ、地域のリーダーを育て、ひいては地域の未来を
創造する契機になると信じています。
　しかしながら、私たちの力だけでは叶わない事実も大いにあります。世界各地における政治不安、金融市場の
不確実性の中で、常に不安を抱えている状況だと考えます。また昨今頻発している地震活動への不安に加え、元
来この九州沖縄は地勢的に風水害の影響を受けやすい地域でもあります。中小企業、小規模事業者を主体とした
私達ＹＥＧは、ひとたび災害が起きたとき、その影響を容易に、しかも危機的に被る可能性があります。これら様々
な不安、リスクに対しても九青連として組織的に支援を行うことが今後ますます重要になります。
　世界情勢、自然災害に対しても、そして将来の九青連の在り方についても、常に九州ブロック 66 単会のため
に活動する連合会であることを約束します。そして、そんな九州ブロック各地から集うＹＥＧメンバーが、しな
やかな発想力を以て共に事業を構築し、力強い行動力を以て共に活動することができる組織運営を進めて参りま
す。また、常日頃より連携させていただいています九州経済産業局の皆様、沖縄総合事務局の皆様との三者協定
の下、事業を通してさらなる関係強化を図ります。加えて、今まで繋がりを持たせていただいている各地の大学
の皆様との連携においても引き続き関係を深めていくことは地域経済、地域雇用の観点からも大事なことである
と考えます。そして三者協定、学術機関との連携を以て、将来的には産官学の連携事業を実施できる土壌を築い
て参りたいと考えております。
　これらを踏まえ、令和８年度に掲げさせていただいたスローガンが「地域共創」であります。未来を見据え、
地域の発展を願う全てのＹＥＧメンバーと、関係する全ての皆様との連携、そしてこれまで九州ブロック歴代会
長が丁寧に繋いできた単会の皆様とのご縁をさらに強固なものにし、共に未来の地域デザインを九青連の事業を
通して描いて参ります。
　最後に、令和７年度古賀会長が目指された未来につなぐ新たな一歩、その大きな一歩をしっかりと継承させて
いただきますと共に、さらに勇気を持って歩み続ける九青連であることをここに誓います。
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総務委員会総務委員会 企画ネットワーク委員会企画ネットワーク委員会

広報ブランディング委員会広報ブランディング委員会 官民共創委員会官民共創委員会

ビジネス交流委員会ビジネス交流委員会 グローバル研修委員会グローバル研修委員会

未来創造委員会未来創造委員会

総務委員会委員長

熊本県連熊本YEG
山﨑 絵美

企画ネットワーク委員会委員長

宮崎県連宮崎YEG
大平 雅博

1諸会議の運営方法を学ぶ
　開催地単会と連携を取りスムーズな設営・運営
　を行います。
2名刺、ネームプレートの準備、手帳アプリの運営
3九州ブロックでの災害時の窓口
　災害時の情報共有を円滑にします。
4九州ブロックOBとの連携
九州ブロックOB会との交流を図ります。
5九州ＹＥＧサミット
6九青連中期ビジョンの遂行と検証
7九州ブロック大会 (柳川 ) への協力
8全国リーダーズ研修会 (宮古島 )への協力
9日本ＹＥＧ関連委員会との連携

1 ブロック大会・県連会員大会・周年等の式典サポート
　式典運営に関する課題を共有し、共に解決すること
　で、単会や県連の想いに寄り添った形で式典が円滑
　かつ魅力的に実現できるよう支援してまいります。
2 単会訪問
　各種大会を控える単会及び要望に応じて未加盟単
　会を訪問し、交流を深めながら様々な意見交換を
　行い、情報共有と相互理解を促進します。
3 役員会・委員会開催時における開会式の設営
4 九青連主催事業の周知と参加
5 九州ＹＥＧサミット
6 九青連中期ビジョンの遂行と検証
7 九州ブロック大会 (柳川 ) への協力
8 全国リーダーズ研修会 (宮古島 )への協力
9 日本ＹＥＧ関連委員会との連携

広報ブランディング委員会委員長

佐賀県連佐賀YEG
北島 久美子

官民共創委員会委員長

沖縄県連那覇YEG
富永 健太

1 デジタル広報の進化
　SNSを計画的に運営し、写真・動画で魅力を発信する体制を強化する
2 ブランド価値の確立
　九青連の活動や九青連に加盟している単会や県連事業を内外に広報すること
　で信頼・共感・誇りを醸成し、一体感を高めるブランド価値を築く
3 取材体制の強化
　主要事業で取材を行い、現場の熱量を記録し魅力を発信する
4 広報誌・九青連だよりの作成
　対外向け広報誌作成、九青連出向者へ役員会やスクラム絆委員会の活動、各事
　業の事前紹介の広報誌を作成し、九青連の学びある活動と役割を広く周知する
5 広報に関する規約・ガイドラインの作成
　広報規約と取材・SNSマニュアルを整え、統一した発信体制をつくる
6 九州ＹＥＧサミット
7 九青連中期ビジョンの遂行と検証
8 九州ブロック大会(柳川)への協力
9 全国リーダーズ研修会(宮古島)への協力
10 日本ＹＥＧ関連委員会との連携

1九州景況ウォッチャー実施
　地域企業の経営環境や課題を調査し、行政が必要とするデータを提供します。
2風会議（意見交換・交流）の実施　
　九州経済産業局、沖縄総合事務局と定期的に情報交換を行い、行政が求める
　情報を共有するとともに、最新施策を会員に還元します。
3共創宣言 （当年度）の策定
　当年度データと本年度までの対話成果に基づき、共創型の提言を策定。 ビジネス
　創出の推進：行政施策や支援制度の情報をもとに、1.会員企業の新規事業展開    
　2.広域での販路拡大  3.会員間マッチングによる実利ある事業化等を支援
4広域連携の強化
　九州と沖縄の企業間連携を通じ、関係人口拡大や特区・税制優遇の
　活用などによる広域経済圏を推進します。
5九州ＹＥＧサミット
6九青連中期ビジョンの遂行と検証
7九州ブロック大会（柳川）への協力
8全国リーダーズ研修会（宮古島）への協力
9日本ＹＥＧ関連委員会との連携

ビジネス交流委員会委員長

鹿児島県連鹿児島YEG
山内 翔

グローバル研修委員会委員長

長崎県連長崎YEG
光冨 英治

1 大学連携事業
　大学生に対するアンケート調査 (学生動向調査 )
　等を実施します。
2 単会交流事業
　ＹＥＧの交流を軸とした地域経済圏の醸成を促進
　するための事業を行います。
3 九州ＹＥＧサミット
4 九青連中期ビジョンの遂行と検証
5 九州ブロック大会 (柳川 ) への協力
6 全国リーダーズ研修会 (宮古島 )への協力
7 日本ＹＥＧ関連委員会との連携

1春の会長会議の企画・運営
　単会会長を対象に九青連事業の説明と意見交換
　を行います
2秋の会長会議の企画・運営
　当年度、及び次年度会長を対象に研修事業を実
　施し、意見交換を行います
3国際ビジネス事業の企画・運営
　海外の企業や経済団体と密な交流を図る機会を
　設けます
4九州ＹＥＧサミット
5九青連中期ビジョンの遂行と検証
6九州ブロック大会 (柳川 ) への協力
7全国リーダーズ研修会 (宮古島 )への協力
8日本ＹＥＧ関連委員会との連携

未来創造委員会委員長
大分県連別府YEG
渡部 カディール 裕就

1 未来に繋がる九青連DX基盤整備事業（仮称）
　情報共有の分散・属人化を解消するため、保存・
　共有・継続の3軸を基盤としたDX環境の整備を
　行います。
2 九州ＹＥＧサミット
　九州ブロックのビジネス複合事業として開催計画
　の策定および全委員会との組織的連携を構築して
　全体統括を行い、交流会を企画・運営します。
3 九青連中期ビジョンの遂行と検証
4 九州ブロック大会（柳川）への協力
5 全国リーダーズ研修会（宮古島）への協力
6 日本ＹＥＧ関連委員会との連携

九州スクラム絆委員会紹介九州スクラム絆委員会紹介

7つの委員会が力を結集し、
九州ブロックYEGの未来を切り拓く。
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１月１月 ２月２月 ３月３月

●17日（金）〈長崎市〉
　第126回役員会
　第３回委員会

●29日（金）〈柳川市〉
　第127回役員会
　第４回委員会
●30日（土）〈柳川市〉
　春の会長会議

●4日（土）〈田川郡〉
　福岡県連会員大会

●24日（金）〈佐賀市〉
　第129回役員会
　第６回委員会

九州ブロック大会〈柳川市〉
●２日（金）
　第131回役員会
　第８回委員会
　総会/秋の会長会議
●３日(土)
　記念式典・大懇親会

●20日（金）〈熊本市内〉
　第132回役員会
　第９回委員会
●21日（土）〈人吉市〉
　熊本県連会員大会
●21日（土）
　奄美大島ＹＥＧ40周年

●23日（土）
　大川ＹＥＧ40周年
●23日（土）
　鹿屋ＹＥＧ30周年

●30日（土）〈宮古島市〉
　沖縄県連会員大会

●7日（土）〈指宿市〉
　鹿児島県連会員大会

●5日（土）
　いちき串木野YEG40周年

●11日（日）
　小林ＹＥＧ40周年
●17日（土）
　長崎ＹＥＧ45周年

●22日（火）
　田川ＹＥＧ25周年

●22日（日）〈日田市〉
　大分県連会員大会
●28日（土）〈五島市〉
　長崎県連会員大会

●13日（土）
　指宿ＹＥＧ50周年　

●６日（土）〈都城市〉
　宮崎県連会員大会　

●九州ＹＥＧサミット

●12日（金）〈宮崎市内〉
　第135回役員会
　第12回委員会
　R９年度第２回役員予定者会議

●29日（金）〈那覇市内〉
　第134回役員会
　第11回委員会
　R９年度第１回役員予定者会議

●20日（日）〈佐賀市〉
　佐賀県連会員大会

●11日（金）〈大分市内〉
　第133回役員会
　第10回委員会

●19日（金）〈鹿児島市〉
　第128回役員会
　第５回委員会

８月８月
●28日（金）〈福岡県内〉
　第130回役員会
　第７回委員会
　決起大会

年間スケジュール・活動紹介年間スケジュール・活動紹介 R8



令和７年度事業・活動紹介令和７年度事業・活動紹介

九州YEGサミット九州YEGサミット

風会議・南風会議風会議・南風会議

定時総会・会長会議・諸会議定時総会・会長会議・諸会議

第45回 九州ブロック大会葉隠小城大会第45回 九州ブロック大会葉隠小城大会 （令和７年9月 26日～28日）



お知らせお知らせ

公式HP・SNS
事業案内や活動報告、最新情報を発信しています。

九州ブロックの “今” を、ぜひご覧ください。

公式HP公式HP InstagramInstagram FacebookFacebook
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所属県連紹介

66の縁がつながり 九州の未来を描いていく

各県連のスローガンや会長の想いを通して、

九州各地に根ざす活動、地域への誇り、

そして令和8年度にかける決意をご紹介します。



FUKUOKAFUKUOKA

SAGASAGA

福岡県商工会議所青年部連合会

趣味

会長 沖本 雄紀
（豊前川崎ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～自社に学びを、地域に成果を。13が誇る福岡～

13で、動かす。

佐賀県商工会議所青年部連合会

会長 木下 徹郎
（佐賀ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～絶やさぬ青き情熱。未来へ繋ぐ、渾身のアシスト～

RISE AS ONE

　出口なきトンネルに見えた故郷に今、光が灯る。
　原点は、先人が築いた尊い礎である、一丁目一番地たる単会と自社の両輪。13単
会の総力を結集し、その結束で福岡を突き動かす不変の原動力に変える。活動の解
像度を上げ、本質を捉えた仕組みを福岡へ実装し、本気の意思と行動、そして信念で
時代を先駆ける。自社に学びを、地域に成果を。10年後、その軌跡が後輩の希望のコ
ンパスとなり 13単会が誇る福岡県連を次代へ繋ぐ。自社と地域の発展を支える礎、
今ここにある。

　スローガンに掲げた「渾身のアシスト」には、私たちが主役となって成果を出すこと
以上に、次世代の若者や子どもたちが、未来の佐賀で希望を持って活躍
できる「土壌」を作りたいという想いを込めています。
　私たちの活動の一つひとつが、数年後、数十年後の佐賀を支える決定
打となる。その責任と自覚を持ち、今、私たちができる最大限の貢献を形
にしていきましょう。
　人口減少という困難な局面においても、決して足を止めることなく、仲
間を信じて前へ進みましょう。「RISE AS ONE」絶やさぬ青き情熱を胸
に、愛する佐賀の未来を共に押し上げ、この最強のチームで一年間全力
で走り抜きましょう。

バスケットボール観戦
ゴルフ



NAGASAKINAGASAKI

OITAOITA

長崎県商工会議所青年部連合会

会長 有川 佑樹
（福江ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～共に夢のフィールドへ～

Glorious view

大分県商工会議所青年部連合会

会長 日髙 洋平
（日田ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～10単会の志を磨き合い、未来を切り拓く～

磨く

　本年度は、仲間と共に壮大な景色を目指し、それぞれの夢が実現する未来へ踏み出

す想いを込め、「Glorious view 共に夢のフィールドへ」をスローガンに掲げました。

　ＹＥＧの原点である「交流」を大切にし、単会間の連携や広域ネットワークの強化、

若い世代の参加促進に取り組みます。また、青年経済人として学びを深め、地域の課

題に向き合いながら、長崎の未来を明るく照らす存在を目指します。一人では見るこ

とのできない景色を、仲間と共に分かち合えるよう挑戦してまいります。

　本年度大分県青連は「磨く～10単会の志を磨き合い、未来を切り拓く～」をスロー
ガンに掲げ活動してまいります。
　“磨く”とは、新しいものを生み出すだけでなく、一人ひとりの志や強み、そして各単
会の歴史や個性を互いに高め合うことです。人が磨かれれば単会が磨かれ、単会が
磨かれれば県連が磨かれる。その積み重ねが地域を磨き、大分の未来を照らす力に
なると信じています。10単会が心を一つにし、共に学び、共に挑戦し、共に成長でき
る一年にしてまいります。一年間どうぞよろしくお願いいたします。



KUMAMOTOKUMAMOTO

MIYAZAKIMIYAZAKI

熊本県商工会議所青年部連合会

会長 小松 幹宏
（荒尾ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

笑門来福

宮崎県商工会議所青年部連合会

会長 上島 直人
（都城ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～熱き想いを合わせて、共に未来を創ろう～

Passion for the Best

　本年度はスローガンに「笑門来福」を掲げました。これは私を導いてくれた先輩方の
精神であり、活動の本質です。
　ビジネスやＹＥＧ活動で困難に直面しても、笑顔を絶やさず前向きに挑戦する場所
にこそ、新たな好機は訪れます。笑顔あふれる強い絆こそが、時代を切り拓く原動力で
す。今期は歴代初の委員会制を導入し、30周年記念大会の成功と将来の全国大会を
見据えた基盤作り、そしてデジタル化による組織のアップデートに挑みます。先達への
敬意を胸に、笑顔が熊本の未来を照らす原動力となると信じ、一年間精一杯務めてま
いります。

　令和8年度、宮崎県連は「Passion for the Best」を掲げ、自ら燃え上がる「自
燃性集団」として邁進します。
　宮崎9単会の熱き想いを九州ブロックの皆様と共鳴させ、地域経済の共創という
「明確な成果」を追求したいと考えています。失敗を恐れぬ挑戦心で、次代へ誇れる
未来を共に創り上げましょう。
　私たちの情熱こそが、九州を明るく照らす原動力になると確信しています。

趣味ゴルフ

自
燃
自
燃



KAGOSHIMAKAGOSHIMA

OKINAWAOKINAWA

～君達がいて、僕がいる。鹿児島県連じゃあーりませんか～

鹿児島県商工会議所青年部連合会

会長 若松 幸司
（指宿ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

十志十色

沖縄県商工会議所青年部連合会

会長 坂口 大明
（宮古島ＹＥＧ）

令和8年度 スローガン

～ LOVE is Action ～

愛ゆえに、人は立ち上がる

　スローガン「十志十色（じゅっしといろ）」には、十単会それぞれの“志”と“想い”を
尊重し合い、掛け合わせ、昇華させていこうという決意を込めました。
　サブタイトル　「君達がいて、僕がいる。」この言葉は、ＹＥＧの本質を表していま
す。一人では成し得ない挑戦も、仲間がいるからこそ踏み出せる。意見がぶつかるこ
ともあるでしょう。しかし、それは志がある証拠です。互いを認め、支え合い、高め合
うことで、鹿児島県連はより強い組織へと成長して行きましょう。そして、鹿児島県
連みんなが楽しみ笑顔でいれるR8年度にしましょう！

　「LOVE is Action」とは、地域や仲間、未来を想う“愛”を具体的な行動へと昇華

させる決意の言葉です。人口減少という課題に直面する今こそ、私たち青年経済人が

立ち上がり、挑戦し続けることが求められています。

　全国リーダーズ研修会を宮古島で開催する本年度、県連一丸となり連携を深め、

学びと成長を通じて沖縄の未来へ価値を繋いでまいります。一人ひとりの行動が地

域を動かす力となると信じ、愛する沖縄のために全力で歩み続けます。



KYUSHU YEGKYUSHU YEG



令和８年度九州ブロック商工会議所青年部連合会
制作：令和8年度広報ブランディング委員会


